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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジ

ェクトとの関係 

延與放射線研究室では内外の高エネルギー粒子加

速器を用いた原子核の実験的研究を行っている。 

研究の主目的として、ＲＨＩＣ／ＰＨＥＮＩＸ実

験では超高温高密度状態化でのクォーク・グルー

オンの振る舞いを明らかにするとともに、陽子ス

ピンの担い手としてのグルーオンの分担を明らか

にすることである。 

高エネルギー粒子加速器を用いた実験と計算機の

関わりは多岐にわたるが、実験で生成するデータ

が大量であることが大きな特徴である。もちろん

リアルタイムでデータの取捨選択を行うが、それ

でもデータ収集速度は年を追うごとに増大し、今

や 200MB/s 以上でデータが出力され、それを記録

している。またそのデータ量だけでなく、４００

万チャンネルにも及ぶ大規模で複雑な検出器の性

能を評価するためのシミュレーションなど計算機

を大量に利用することが不可欠である。そこで

我々は１６年前より計算機センターであるＲＩＫ

ＥＮ－ＣＣＪを独自に運営していたが、増大する

データ量、要求計算能力などに対応するため、２

００４年度からＲＳＣＣの一部を占有利用させて

頂き、ＲＩＣＣにおいても同様に利用させてもら

っている。必要とする大量のディスクについては、

約 100TB のディスクを我々が独自に用意しＲＩＣ

Ｃと接続している。 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

今年度はＢＮＬ側からの大量データ転送は行われ

なかったためテープアーカイブ装置(ＨＰＳＳ)の

データ貯蔵量は微増で、引き続き 1.7PB 程度とな

っている。ＨＰＳＳ内に貯蔵されたデータは適宜

引き出され、計算ノードのローカルハードディス

クにコピーされた上で解析される。一度に解析す

るファイル数は１万ファイル以上に達し、それら

すべての解析結果を一つの統計情報としてまとめ

ることにより物理現象を明らかにする。昨年度に

引き続き、ＲＩＫＥＮ－ＣＣＪが独自に開発した

大量データ処理専用クラスターの持つ大量ローカ

ルディスク(380TB)にデータを常駐させたため、デ

ータの出し入れは必ずしも多くはない。しかしロ

ーカルディスクを大量に利用しているだけに度々

故障し、バックアップであるＨＰＳＳの重要性は

変わらずに高い。 

シミュレーションについて：陽子、又は原子核同

士の衝突によって発生する多数の粒子を PYTHIA な

どイベントジェネレーターと呼ばれるプログラム

を用い計算機内で大量に発生させ、実験データと

同様の統計処理を加えたうえで実験結果と比較す

る。比較する際には検出器の効率なども勘案する

必要があり、GEANT と呼ばれるシミュレーションツ

ールに検出器の構造、材質などを予め設定した上

で用いる。今年度は特に偏極陽子同士の衝突によ

り生成されるグルーオン及びＷボゾンを介した、

海クォークスピン測定に伴うシミュレーションを

行った。なお、GEANT は結果の導出ばかりでなく、

検出器を設計する際にも用いられる。 

３． 結果 

別添の利用研究成果リストに記したように、原著

論文１４報、口頭発表２報という成果が出ている．

なお、これらには研究の性格上、以前の実験デー

タや解析に基づいた結果も含まれる。 

４． まとめ 

ＲＩＣＣを利用することによって、我々放射線研

究室が押し進めている” 高エネルギー原子核物理

学”のための大量データ解析及び大量シミュレー

ションを迅速に行うことが可能となっている。特

に 1.7PB ものデータを安定して保持し、随時出し

入れ出来るテープアーカイブ装置の存在は大きい。 

大量データ解析については、ＲＩＫＥＮ－ＣＣＪ

が独自に開発した大量データ処理専用クラスター

の導入により、多くのジョブがそちらに移ってい

るが、大量シミュレーションは精力的にＲＩＣＣ

で行われており要求度は高い。実験データ解析と
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シミュレーション、それら双方の結果があって初

めて、物理現象の探求を目指した解析に進むこと

が出来るため、ＲＩＣＣの後継であるＨＯＫＵＳ

ＡＩも是非利用させてもらいたい。 

５． 今後の計画・展望 

ＲＨＩＣ加速器に設置した大型検出器ＰＨＥＮＩ

Ｘを用いた実験はあと２年で終了の予定であるが、

その後、現行ＰＨＥＮＩＸを改造したｓＰＨＥＮ

ＩＸ検出器を導入し、さらに実験を進める計画と

なっている。ＲＩＣＣの後継となるＨＯＫＵＳＡ

Ｉ においても、ペタバイト級のデータ貯蔵装置

及び解析、シミュレーションなどあらゆる点にお

いて利用させてもらいたいと考えている。なお、

ＶＭ技術などに用いることにより、占有利用を止

め、一般利用にシフトしていく計画を情報基盤セ

ンターとともに進めている。 
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